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研究成果の概要（和文）：本研究においては、児童生徒のクラス集団を対象とした認知行動療法的ストレスマネジメン
ト教育の効果に影響を及ぼしうる個人差変数のアセスメントの方法論に関して検討することを目的とした。小中学生を
対象として、具体的なストレス喚起場面を想定してストレスマネジメント教育の実践を行った結果、報酬への注意の偏
り、怒り喚起刺激への注意の偏り、文脈に機能しうる価値などをアセスメントすることによって、ストレスマネジメン
ト教育の効果を全体的に促進できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The present study examined measures to assess variables that moderate the effects 
of a classroom-based cognitive behavioral therapy-based stress management program for children and 
adolescents. For this purpose, the effects of a stress management program that consisted of specific 
stress-inducing scenarios was examined. Results showed that changes in context-matching values and 
attentional bias toward rewards, and anger-inducing stimuli enhanced the effects of the stress management 
program. These results indicate the usefulness of the measures in assessing these variables.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： ストレスマネジメント　認知行動療法　児童生徒　社会的スキル訓練　注意の偏り

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 児童生徒の不登校やいじめ、攻撃行動とい
った不適応行動の増加が社会的な注目を浴
びるようになってすでに久しい。そのような
状況の背景には、児童生徒の「ストレス」の
問題の影響があるのではないかと繰り返し
論じられてきた。そこで、これまでに研究代
表者らは、児童生徒の不適応行動の改善を目
的としたストレスマネジメントプログラム
を実施し、問題の改善に対して一定の効果が
あることを確認してきた。なお、これらのス
トレスマネジメントプログラムは、認知行動
療法を基盤としており、児童生徒に対して具
体的なコーピングスキルの獲得を促すこと
によって、避けることのできないストレッサ
ーに打ち勝つことのできるストレス耐性を
身につけさせることに主眼を置いている。 
 しかしながら、これらのストレスマネジメ
ント教育を実施した際には、いわゆるクラス
集団等の平均値としての効果は確認ができ
ても、その効果には相応の個人差が生じるこ
とが容易に予測される。しかしながら、どの
ような個人差変数がストレスマネジメント
教育の効果を左右するのか、またそれらの個
人差変数をどのようにアセスメントすれば
よいのかという研究知見はほとんど見受け
られない状況にあった。したがって、コーピ
ングスキルの獲得の程度に加え、このような
個人差のアセスメント技法等を体系化する
ことができれば、個に応じた対応が可能にな
り、これまでに確認されているストレスマネ
ジメント教育の効果に、さらなる効果の上乗
せが期待できるのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
 認知行動療法の観点から、児童生徒の「ス
トレス耐性」を育成するためには、さまざま
な困難な場面に対する適切な「コーピングス
キル」を獲得し、それらを柔軟に使い分ける
ことが必要であるとされている。そして、こ
のようなアプローチは、児童生徒の認知や行
動のあり方を変容させることによって、児童
生徒が直面している問題を積極的に解決し、
本人の自立を促すような志向性を有してい
る（嶋田他，2010）。本研究においては、児
童生徒のクラス集団を対象として、このよう
な特徴を有する認知行動療法を基盤とした
ストレスマネジメント教育を実施すること
を通じて、その効果に影響を及ぼしうる個人
差変数のアセスメントの適切な方法論に関
して検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 対人ストレス場面に対するスキル獲得
に及ぼす個人差のアセスメント方法の検討 
 これまでの対人ストレス場面に対するコ
ーピングスキルの獲得を促すような介入に
関する理論的検討を行った。児童生徒のスト
レッサーは、大半が対人関係に関することで
あることから、ストレスマネジメント教育の

重要な１つの構成要素として、社会的スキル
訓練（ＳＳＴ）が位置づけられている。この
ＳＳＴは、児童生徒間の円滑な相互作用が重
要な意味を持つことから、当該の児童生徒は
自らの働きかけに随伴する相手の反応を適
切にモニタリングする必要がある。しかしな
がら、児童生徒が「報酬への感受性の低さ」
を有していると、獲得したスキルを適切に実
行できた場合であっても、スキルの実行に随
伴する他の児童生徒からの強化的なフィー
ドバック等の報酬に注意が向きにくいこと
に起因して、スキルの実行が適切に強化され
ず、スキルの獲得や維持、般化を阻害してし
まうことが予測される。そこで、「報酬への
注意の偏り」をストレスマネジメント教育の
効果を左右しうる個人差変数の１つとして
取り上げ、それをアセスメントした上で、そ
の傾向を変容する手続きを取り入れた集団
ＳＳＴを実施して、社会的スキルの獲得や維
持、般化を促進させるかどうかを検討するこ
ととした。なお、「報酬への注意の偏り」に
関するアセスメント方法として、大多数の怒
り顔と５つの笑顔が描かれたワークシート
の中から、20秒間で笑顔を見つけて印をつけ
る課題を課し、実際に見つけられた個数によ
ってその評価を行うこととした。 
 公立小中学校に在籍する小学生 342 名、中
学生 565 名を対象として、はじめに、すべて
の児童生徒に対して個別に報酬への注意の
偏りを測定した。そして、クラス集団を単位
として、標準的手続きを用いて集団ＳＳＴを
実施する群（標準群）と、標準的手続きに報
酬への注意の偏り（注意バイアス）を変容す
る手続きを加えたＳＳＴを実施する群（注意
変容群）を構成した。注意の偏りを変容する
手続きとしては、アセスメントで用いたワー
クシートと同様の形式で笑顔の位置の異な
るワークシートを 12 枚用いて、それらにす
べて取り組ませることによって注意バイア
スの変容を試みた。なお、集団ＳＳＴの内容
としては、両群ともに、引っ込み思案行動の
改善を目的として、「上手な話の入り方」を
ターゲットスキルとした。 
(2) 怒り喚起場面に対するスキル獲得に及
ぼす個人差のアセスメント方法の検討 
 児童生徒の怒り喚起場面に対するコーピ
ングスキルの獲得を促すような介入に関す
る理論的検討を行った。従来の研究によって
怒り反応の低減に有効であるとされる「アン
ガーマネジメント訓練」は、怒り喚起刺激に
対する認知（評価）の内容の変容を行う介入
を行っているとみなすことができると考え
られる。したがって、怒り喚起刺激の十分な
評価を経ずに行われるとされる「自動的な情
報処理回路」によって誘発された反応的な怒
りに対しては、その効果が不十分である可能
性が考えられる。この自動的処理回路に該当
すると考えられる要因の１つとして、「怒り
喚起刺激への注意の偏り」がある。すなわち、
当該児童生徒が怒り喚起刺激である他の児



童生徒の怒り（喚起）表情に対して注意が向
きやすいことで結果的に反応的な怒りの表
出頻度が高くなっていることが予測される。
そこで、「怒り喚起刺激への注意の偏り」を
ストレスマネジメント教育の効果を左右し
うる個人差変数の１つとして取り上げ、それ
をアセスメントした上で、その傾向を変容す
る手続きを取り入れたアンガーマネジメン
ト訓練を実施して、怒り反応の低減効果を促
進させるかどうかを検討することとした。な
お、「怒り喚起刺激への注意の偏り」に関す
るアセスメント方法として、先に述べた報酬
への注意の偏りのアセスメントと同様の手
続きを用いることとした。 
 公立小中学校に在籍する小学生 231 名、中
学生 190 名を対象として、はじめにすべての
児童生徒に対して個別に怒り喚起刺激への
注意の偏りを測定した。そして、クラス集団
を単位として、リラクセーション訓練や怒り
喚起場面におけるコーピングレパートリー
の拡充から構成されるアンガーマネジメン
ト訓練を実施する群（標準群）と、標準群の
手続きに怒り喚起刺激への注意の偏りを変
容する手続きを加えたアンガーマネジメン
ト訓練を実施する群（注意変容群）を構成し
た。注意の偏りを変容する手続きは、先に述
べた手続きと同様であった。 
(3) 設定されるターゲットスキルの機能の
個人差のアセスメント方法の検討 
 クラス集団を対象としたストレスマネジ
メント教育において、訓練されるターゲット
スキルが同一であることは、それぞれの児童
生徒にどの程度機能するかという個人差に
関しては、適切に考慮されているとは言えな
いと考えられる。そこで行動活性化療法（Ｂ
Ａ）の手続きを援用して、個人の価値の明確
化の手続きを用いて、個に応じたターゲット
スキルを設定する手続きを用いた場合、介入
効果が促進されるかどうかを検討した。 
 公立小学校に在籍する小学５年生109名の
児童を対象として、標準的な手続きを用いて
ストレスマネジメントに関する心理教育を
実施する群（標準群）、標準群の手続きに認
知的再体制化の手続きを加えた群（ＣＲ群）、
ＣＲ群の手続きにさらにＢＡの手続きを加
えた群（ＢＡ群）を構成した。 
 
４．研究成果 
(1) 対人ストレス場面に対するスキル獲得
に及ぼす個人差のアセスメント方法の検討 
 データ分析の結果、中学生において、報酬
への注意の偏りが見られない生徒は適切に
社会的スキルが獲得、維持されたのに対し、
偏りが見られる生徒は、獲得したスキルが維
持されにくい傾向にあることが示された。ま
た、小学生においては、注意の偏りの程度に
かかわらず、獲得された社会的スキルが維持
されることが示された。また、小中学生とも
に、注意の偏りの程度にかかわらず、注意変
容群は、標準群と比較して、ターゲットスキ

ル以外の向社会的スキルが向上し、社会的ス
キルの般化が起こる傾向にあることが明ら
かにされた。 
(2) 怒り喚起場面に対するスキル獲得に及
ぼす個人差のアセスメント方法の検討 
 データ分析の結果、小学生において、介入
前から介入後にかけて、怒り喚起刺激への注
意の偏りが改善した児童は、怒り反応が低減
する傾向にあることが示された。一方で、中
学生においては、怒り反応の低減の程度に有
意な群間差は認められなかった。 
(3) 設定されるターゲットスキルの機能の
個人差のアセスメント方法の検討 
 データ分析の結果、ＢＡ群は、標準群、Ｃ
Ｒ群と比べて、不安や抑うつの軽減効果が高
い傾向にあることが示された。 
 本研究の結果を総合すると、注意の偏りの
アセスメントやその変容を目的とした介入、
価値のアセスメントやその明確化を目的と
した介入は、ストレスマネジメント教育の効
果を向上させる個人差として取り上げるこ
とは概ね適切であることが示唆された。しか
しながら、小中学生の差異が多くの条件で見
られたことを踏まえると、刺激モダリティの
種類を増やし、発達段階を踏まえてデータの
収集を続けることで、さらに効果の高い個に
応じたストレスマネジメント教育の体系化
が可能になると考えられる。なお、諸事情に
よって、一部分析が終了していないデータが
あるため、引き続き分析を行っている。 
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